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北陸地方整備局における業務環境改善の
受発注者コミュニケーションの取り組み

1.　はじめに

建設業界の若手技術者の離職者の増加，入職者
の減少は，将来の公共事業の担い手不足に通じる
緊急の課題となっています。
また，平成26年 ６ 月には，公共工事の品質確保
に不可欠な担い手の中長期的な育成・確保を目的
とした「改正品確法」が公布・施行され，発注者
は法の趣旨を踏まえ，様々な取り組みを進めてい
ます。
工事に関しては，「完全週休 ２ 日制工事」の試
行実施によるワーク・ライフ・バランスの推進や，
女性技術者も工事現場で活躍できる場を創出する
ために，トイレや更衣室等を女性技術者にも配慮
した現場環境の改善に努めているところです。
一方，公共事業の上流に位置するコンサルタン
ト業界においても，長時間労働や休日出勤などの
問題が顕在化してきており，同じく就業環境の整
備は重要となっています。
そのため，北陸地方整備局では，土木設計業務
等の技術者の就業環境改善のため，従来より推進
しているワンデーレスポンスに加え，受発注者間
相互における一週間の仕事の進め方を定めた「ウ
ィークリー・スタンス」の取り組みを平成26年 ６
月から導入を行っています。

また，完全週休 ２日の確保，残業縮減，有給休
暇の取得等の業務環境の改善を推進することによ
り，設計業務等の成果品の品質確保や，担い手の
育成・確保を目的とした「ワーク・ライフ・バラ
ンス・モデル業務委託」の試行を平成28年度から
導入しました。
本稿では，北陸地方整備局における業務就業環
境改善への取り組みである，「ウィークリー・ス
タンス」及び「ワーク・ライフ・バランス・モデ
ル業務委託」について紹介します。

2.　「ウィークリー・スタンス」の概要

「ウィークリー・スタンス」とは，業務や工事
を円滑かつ効率的に進めるため，受発注者間にお
ける仕事の進め方として，ワンデーレスポンスを
推進していますが，これに加えて，一週間におけ
る受発注者間相互のルールや約束事，スタンスを
目標として定め，計画的に業務を履行することに
より業務環境等を改善し，より一層，魅力ある仕
事，現場の創造に努めることを目的として，全国
に先駆けて，平成26年 ６ 月から導入を開始しまし
た。

【取組内容（必須項目）】
●マンディ・ノーピリオド
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　（月曜日は依頼の期限日としない）
●ウェンズディ・ホーム
　（水曜日は定時の帰宅に心がける）
●フライディ・ノーリクエスト
　（金曜日に依頼しない）
具体的な取組内容は上記のとおりですが，その
他の曜日についても，受発注者間において確認の
うえ追加項目を決定しても良いこととしています。
導入当初は，天候等に左右されない，内業を主
とする業務を対象としていましたが，平成27年 ６
月からは一部修正し，実施可能な工事において
も，受注者の意思を確認のうえ，適用を可能とし
ました。また水曜日のウェンズディ・ホームにつ
いては，特別な業務を除き，受注者の意思を確認
のうえ，全ての業務を対象とすることとしました。

ウィークリー・スタンスの進め方は，
⑴　受注者の意思確認
①�　契約後，主任調査員（主任監督員）等から
管理技術者（現場代理人）等にモデル業務（工
事）の主旨及び取組内容を説明すると共に，
取り組む意思を確認する。

②　同意を得た場合は，取組内容を確認する。
⑵　具体的な進め方
①　初回打合せにおいて，取組内容を定める。
②�　定めた内容は，管理技術者（現場代理人）
等及び主任調査員（主任監督員）等が打合せ
メモ等で確認し，受発注者間で共有する。

⑶　取組方法
①�　取組内容の確認及び状況報告等は，業務ス
ケジュール管理表（工程表及びASP）を活用
する。

②�　中間打合せ等を利用し，受発注者間で取り
組みのフォローアップ等を行う。

③�　管理技術者（現場代理人）等は，成果品納
入時（完成時）の打合せにおいて，業務全般
の取組結果（効果，改善点等）について報告
する。

としています。
ただし，業務を遂行していく中では，自然災害
など突発的な事態の対応が必要となることも否定
できません。また，外業を伴う場合，天候にも左
右されます。
そのため，ウィークリー・スタンスは，義務と
いうより受発注者間共通の目標（改善に向けた意
識改革）と考えています。
以上のように，ウィークリー・スタンスの実施
方法を定め，導入・普及に努めていますが，より
効果的な取り組みとするためには，実際に現場で
運用する受発注者の声を取り入れながら，適切に
対応していくことが必要と考えます。
そこで，（一社）建設コンサルタンツ協会北陸
支部の協力の下，協会加盟企業へウィークリー・
スタンスに関するアンケートを実施し，取組状況
の実態を確認しました。
アンケートは，平成27年度に受注・完了した「土
木設計業務※注）」を対象として ６つの質問を設け，
北陸地方整備局発注業務の受注実績のある21社よ
り回答がありました。
結果をとりまとめると，ウィークリー・スタン
スの取り組みは効果があったという意見が多く，
さらなる推進が望まれていることがわかりました。
※注）北陸地方整備局全体では，平成27年度25件実施

アンケート結果を検証すると，取り組み全体に
対しては肯定的な意見が多く寄せられました。
一方，取り組みが進んでいないとする意見もあ
りました。これは，作業工程の遅れによるものが
多数でしたが，急な作業指示など，発注者が要因
となっているものもありました。
平成28年度は，計画も含めて約80件の業務委託
においてウィークリー・スタンスを実施予定です。
今後，この取り組みが全ての業務において一般

図－ 1　ウィークリー・スタンスの取組内容
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化していくためにも，引き続き，受発注者のコミ
ュニケーションを十分に図りながら，より良いも
のとなるよう努力していきます。

3.　‌�「ワーク・ライフ・バランス・モデル‌
業務委託」の概要

北陸地方整備局では，業務委託（設計業務，調
査・計画業務）における成果品の品質確保，担い
手の中長期的な育成・確保を目的に，適切な工期
設定と業務環境の改善のための試行業務として，
「ワーク・ライフ・バランス・モデル業務委託」を，
平成28年度より導入しました。

具体的な取組内容としては，
【適切な履行期間の設定】
工期には土日・祝日を休日として見込んでお
り，土日・祝日は本業務の完全不稼働日とする。
また，受注者の年次有給休暇も工期に反映してい
る。
なお，事故や災害など業務遂行上緊急の事態が
発生した場合には，受注者は調査職員と対応につ
いて協議するものとする。

【ワンデーレスポンスの履行】
業務履行中に受注者より設計条件等に関する質
問・協議があった場合には，その日のうちに回答
することを原則とし，回答に検討期間を要する場

図－ 2　ウィークリー・スタンス　受注者アンケート結果
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合には，受注者に優先順位や重要度を確認したう
えで，適切な回答期限を設定し，確実に回答を行
う。

【ウィークリー・スタンス（拡大）の試行】
ウィークリー・スタンス（拡大）の対象とする。
なお，ウィークリー・スタンス（拡大）とは以
下をいう。
①　マンディ・ノーピリオド
　（月曜日は依頼の期限日としない）
②　ウェンズディ＆フライディ・ホーム
　‌�（受発注者間で水曜日さらには金曜日もノー
残業デーとし，そのために必要な対応（ノー
残業デーには業務時間外の連絡を行わない
等）に心がける）

③　フライディ・ノーリクエスト
　（金曜日に依頼しない）
※‌�その他の曜日についても，受発注者間において確認
のうえ決定してもよい。

【マンスリーチェック（業務スケジュール管理表）】
契約後毎月，業務スケジュール管理表を用い
て，受発注者相互の進捗状況や予定を照合する。
なお，諸条件等の変更があった場合は，受発注
者協議のうえ「業務スケジュール管理表」を修正
し，必要に応じて工期変更する。

【インセンティブ】
業務成績評定（主任調査員）の工程管理能力（実
施体制，工程管理）を評価する。

【業務完了時調査】
業務完了時に，受発注者相互のヒアリング調査
等により，取組状況の課題等の分析を行う。
以上の項目について，効果的に実施できる業務
として，「設計業務」及び「調査・計画業務」で
直接的な外業を含まず，かつ早期発注，年度末工
期とならない業務を選定し，初年度である今年度
は， ３件を対象として実施中です。
今後，対象業務の完了後に検証を行い，次年度
の取り組みに反映していきたいと考えています。

図－ 3　業務スケジュール管理表（北陸地整改良版）
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4.　おわりに

北陸地方整備局では，これまでも積極的に業務
委託における受注者の環境改善に取り組んできま
したが，現在も本稿で紹介したような各種取り組
みを先導的に実施しています。
その他にも，コンサルタント業務の現場を理
解・把握している管理技術者の声を聞くことによ
り，コンサルタント業務の現場について発注者が
理解し，更なる円滑な業務執行に努めることを目
的に，昨年度初めて「北陸・管理技術者懇談会」
を開催し，受発注者とも有意義な意見交換ができ

たことから，今年度も継続開催することとしてい
ます。
また，建設コンサルタント分野の担い手として
ますます期待されている「女性技術者」から，受
発注者コミュニケーションに関することや，職場
環境の実態，今後のコンサルタント業務について
など，建設的・前向きに意見を交換するために，
今年度初めて「北陸・女性コンサルタント技術者
懇談会」を開催する予定です。
北陸地方整備局ではこれからも，これらの取り
組みを推進していくことにより，得られた成果や
課題の検証を確実に行い，今後の業務委託におけ
る就業環境の改善をさらに推進していくこととし
ています。

図－ 4　「北陸・管理技術者懇談会」の開催概要（案）

図－ 5　「北陸・女性コンサルタント技術者懇談会」の開催概要（案）
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